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保有地 の 復原か ら考究す る歴 史時代における

散居村落・小村落の成立と構造

―胆沢扇状地の事例・（1）―

岡 村 光 展
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Ⅰ 近世初頭 にお け る 基本的な居住形態 と保有耕地

II 散居地域 にお け る 中規模 ｢ 在家｣ の 屋 敷お よび耕地 の 保有形態

ⅠⅠⅠ 中世お よ び近世に成 立 した 本 ･ 分家関係とそ の 空間的範囲
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の 屋敷 Y. の 現地比定を行 い ,
近 世初頭に は散居集落
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屋敷や用水路との 位置関

係等を
,
把握する には 至 らなか っ た た め で ある ｡ こ

の
′与に 関 し て は , 他地域 におけ る散居集落や 小村落

に つ い て も, 農家 の 所有耕地 の 復原
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｢ いr[朋夷関係 の

復原などの 手法を併用す る こ とに より , 近世初頭に

おけ る村落共同体 の態様 に 7 ブ ロ ー チ する ことが 可

能に なる.｡ そ し て , 近世 初頭に おけ る木寸清構造をl~｢

確 に把握する こ とが できれば, 遡 っ て 一つ 前 の 時代
,

すなわ ち中世の 村落 の輪郭も捉 え られ よう｡ 中世か

ら近世 - の 時代の 変革が あ っ て も, 農業技 術 ヒの 根

本的進 歩が ない 限 り
,
耕地形態ま で 変化す るわけ で

は ない ｡ 村落構造自体 の 変化も, 古 い 時代ほ ど緩や

か な ス ピー ドで しか 生起 しなか っ た と考え られる .

とく に
,
惣村 の 碇立をみ なか っ た 中間も しくは 辺境

地帯 におい て は
,
近世初頭におけ る村落構造は , 中

世 の そ れと考え て もよ い ｡

歴 史学にお い て も村落更に関 して 多く の 研究 咲来

がみ られる が
,
そ の 手法が 史料分析に終始する傾 向

が強く , 村落構造 の 解 明に遡及的方法を採 っ て い な

い ｡ ま た , 村落共同体 の態様 に関 して も
,
学説 上 の

定 見は 得られ て い な い
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よ うに思われ る ｡ それ は ,

そ の 時代に限 っ て の 史料に依拠 して い るた め , 前後

の 時代との 関係 ,
つ まり , そ の 村落が 如何に生まれ

,

次 の 時代に どの ように 変容 して い っ た か と い う点に

関 し て は
,
ほ とん ど触れられて い ない か らで ある ｡

か か る状況 で は
,
そ れが果 し て 当時 の 村落の 実態 で

あ っ た の か
, と い う疑問を抱か ざるをえ ない ｡

中間もしくは辺境地帯 におい て 村落 の 成i7 _ や 発達
さ いけ

の 解明上
,
大きな手掛 りとな る ｢ 在家｣ に関す る従

来の優れた解釈
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に して も
, 果 し て それが実態 で あ っ

た の か
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た ぎ い
′ ナ

｢ 田 在家｣ の 成立をめ ぐる解釈に して も, 筆者は
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合に は , 永続的な水田請作権は居住当初か ら確立 し

て おり
,
こ れが 近世 の 耕地 ･ 屋敷地の 保有権に 至 っ

た も の と考え て い る ｡

さ て , 保有耕地の 復 尉 こ際 し て は ,
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筆耕地絵 図を入取す

る の が最良で あるが ,
こ れは 不可能に近 い ｡ そ こ で

,

残存す るなる べ く 古く て 精密な耕地絵図に 関 して
,

そ の 記載内容が
,
作成年時か ら, どの 時期まで 遡 り

う る の か を吟味す る こ とに なる ｡ 集落地理学に 大き

な功績を残 した N i e m ei e r
8

や K r e n zli n
9. の よ う に

徹圧 した1 9 世紀 の 地籍圏の 分析も, そ こ か らさ らに

遡 っ て の 占1 ､ 耕地 の 保有L互画 の 復原や ,
ひ い て は

,

成立当時の 村落形態や村落構造を類推す る ことに あ っ

た ｡

こ こ で 筆者は
,
先に~とた る研究事例と して 取 り 上

げた 旧 L
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柳 川 こ関 し て
,
そ の 後, 断簡なが らも明治
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,
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t･地 ,
LH .

価
, 茶畑 ,

荒地 等が 記され て い る .｡ 糊二地 は , 人虹畔

で 囲まれた 区画ごとに
, 地 目 , 地 積,

' l

:(;:･綿 , 小味畔

【左由の 筆数 , それに 所有者名も記 されて い る ｡ 後述

の T'- 順 に 従
-

' て
, 筆者は こ れ の 分析を通 して

, 電 /k

18 年検地帳名請人の 保 有耕地の 復原に
/
}
}7 め た ｡

以 卜
, 第I 章に おい て は ,

まず
, 居永1 8 年検地帳

作成時 の 宿tE 様式に つ い て 検討 した 【｡ 第II 章に おい

て は
,
3 町 以上 の 規模 の 寛永名請 人に つ い て

,
そ の

屋敷地や耕地 の 復†京に努め た ｡ さらに 第ⅠⅠⅠ章にお い

て は
,
中世 および近 世に おけ る本 ･ 分家関係の 空間

的範囲と
,
そ の 際 の ｢

′

子
:
｣ の 意義に つ い て も考察を

加えた o い ずれに おい て も, 先学 の 研究か ら
,

Lf l 世

の 在家が , 近世に は屋敷名に転化 した
Il■ こ とを手掛

か りに
,
中世 の 在家 の 性格を探 り, 散居集落の 成立

過程に つ い て
,
考察を進めた ｡

なお , 資料 の 分析方法に つ い て 一

言 し ておきた い ｡

従来, 中
･

近世における農民 の保有耕地の 復原が ほ

とん ど行なわれ て い なか っ た の は , 史料 ( 検地帳等)

にEL! 載され て い る耕地の 面積と, 比較的実態をJ女映

し て い る近代の 資料に記載された 面積との 間に ,
ど

の 程度の 差
- 2

が 存在 し て い るか が把握 でき なか っ た

た め で ある ｡ こ の 点に 関して 筆者は , 以下 の 手順に

従 っ て , 寛永年間に作成された仙台藩の 検地帳の 面

積を, 明治初頭 の 字限り絵[ヌは 直接対照と して の
,

保有耕地 の 復原が 可能 で あ る ことを知 っ た ｡

旧若柳村に関 して は
, 寛永1 8 年 ( 16 4 1) 検地帳

- 3 ■

の 他 に , 新 田検地帳
1 4 .

も 残され て お り
, 慶 安 3 年

( 1 6 50)
-

文 政1 3 年 ( 18 3 0) 迄 の 間 の
,
1 4 回 に及ぶ

新しil 開発 の状況が把握 で きる .｡ こ の 中 で , 比較的規

模 が 大 き い の は , 承 応 3 fF ( 1 6 5 4) , 明 暦 3 年

(1 6 57) , 方 治元 年 ( 16 5 8) , 寛文10 年 ( 16 7 0) の 4

度 で , 新 田 開発が近 世前半におい て 清発 で あ っ た こ

とを示 して い る .｡

次 に , 上記14 L叫に及ぶ 新LH の 検地面積の 合計は ,

1 91 町 8 反 9 畝1 5 歩 で あ り , そ の う ち
,
日] ･

畑 の 割

合は ,
お よそ 相半ば で あ る ｡ 本 山畑に 比 し て

, 新 ul

で は 畑 の 割 合が か なり高い √｢ こ の 新 口検地 の 総面積

に , 寛永18 年若柳村検地帳 に よる 面積3 2 0 町 9 反 5

畝2 9 )左を加 え た もの , すなわち, 5 1 2 町 8 j丈 5 畝1 4

)♭が
, 幕末 の 文政13 年 におけ る T,

:

柳 村 の 検地帳
_
上 の

面積に なる. ｢

さ ら に 筆者は
,
以 F の 方法に よ っ て , 明if .

1
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発す る W ,i1日与代に お け る散居トf 清
･ ′卜柿 酢) 成 立と構造

おけ る r.
:

矧】f寸の
′

川とり船上勾に 堪づ く, 各
′

(- の 血積を

凱i け る ことが で きた-J すなわ
ち

, 絵卜削こ は 断簡が

あ り , 絵図だ け で は 若柳村の 全容は把握 で きない.｡

と こ ろが ,
こ れより ,i / し作疎年代が 卜が っ た 明ナ

'f ,
1

1 3

午 ( 1 8 8 0) の 岩手県資料
Lう

に は , 各了 の 面積が す べ

て [i-己されて おり, そ の 数値は , 絵図 の
/

6 字 の 面積を ,

単純に1 . 1 0 2 5 倍 した も の で あ る こ とが 判明 した L, し

た が っ て , 岩手県資料に記されて い る各字の 面積を ,

1 . 1 0 2 5 で 隠す こ とに よ り, た とえ 欠浦部分が あ っ て

ら
, 絵lズ= こ基づく旧 若柳村の 各字の 面積は算出で きる｡

こ う し て 筆者は , 絵L利 こ基づく旧若柳村の 総 面積

を, 5 7 9 町 3 反 8 畝 5 歩と 算出す る ことが で きた ｡

こ れか ら荒地を除くと , 田
･

畑
･

′

宅地 の 合計は ,

53

5 62 町 9 反 5 畝2 5 利 こな る ,; L 述 の 幕末に おけ る 検

地帳 L の 面積と の 差は , わずか5 0 町 1 反1 1プ券, 9 . 8

% に 過ぎない c 明約初頭の 絵図に 記された 田
･ 畑 ･

宅拍や ,
それを襲計 した字 ごと の 面積が ,

実測に 基

づく もの で あれば, 近世初頭 の 寛永18 年検地帳や ,

そ の 後 の 新田 検地帳に記されて い る地積も, きわめ

て
I
IT 確なも の で あ っ た ことが わか る D 筆者 は ,

両者

の 差が わずか9 . 8 % で ある こ とを前提 と して ,
寛永

検地帳名請 人の 保有地 ( 円
･ 畑 ･ 屋敷) と, 明治 の

絵図か ら 名寄せ した 各農家 の 所有地とを直接対比 し

て
, 寛永1 8 年名請 人の保有耕地

･

屋敷地を復原する

手法 の , 有IT] 性を見出した ( 第 1
- 第 4 表)･｡

第 1 表 寛永1 8 年 (1 6 4 り 検地帳による若柳村の地目別地積

( 単位は , 町 ･ 反 ･ 畝 ･ 歩)

州 畑 ( 茶畑を含む)
. 屋敷 耕地

. 屋敷計

19 3 . 3 . 2 .

1 4 1 2 7 . 6 . 3 . 1 5 3 2 0 . 9 . 5 . 2 9

第 2 表 若柳村における近世新田検地帳の地積と貫文高

り出校 の 単位 は, 町 ･ 反 ･ 畝 ･ 歩 . 貫
J

L 高は 貫 ･ 丈, 1 賢 - 10 0 0 丈)

開発If
:

-
けー 価 . 屋 敷 合計

地積 貫之岳 地 積 貫之高 地積 賢丈高

壕
′

女3 年 (l6 5 0 )
･

3
.

2
.

1 6
･ 3 2 7

･

7
.

0 5
･

0 1 4
･ 3 . 9 . 2 1

･

3 4 1

I賓l,L二3 年 (16 5 4
､
) 1 0

.

5
.

5
. 2 7 l l . 5 7 4 2 8

.

3
. 2 . 0 6 5 . 5 3 8 3 8 . 8
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第 3 表 幕末 の若柳村における検地帳上の 田および畑
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第 4 表 明治初頭 における若柳村の推算地積 (明治1 3 年における岩手県資料の地積をl . 1 0 2 5 で除 L た .)

( 単位 は . 町 ･ k ･ 畝 ･ 掛

州 火田 宅地 荒地 (T 計

3 6 4 . 9 . 2 . 1 2 1 5 6 . 0 . 4 . 0 9 4 1 . 9 . 9 . 0 4 1 6 .

4
. 2 .

1 0 5 7 9 . 3 . 8 . 0 5

Ⅰ 近世初頭における基本的な居住形態と保有

耕地

本章で は
, 寛永1 8 年検地帳に おい て 名請 人の 右肩

に付され て い る屋敷名と
,
明治fJ)頗 の 字限り絵Iズは

の 対比か ら, 近世初頭におけ る居住形態の 復頃的考

察を試み た ｡

明治13 年 ( 1 8 80) の 岩手県資料 によれば, r n] 時期

に おけ るT u 若 柳村に は
,
12 5 の ｢ 字｣ が 序でi三し て い

た こ とが わか る . 一
一

つ の 1- は ,
おおむ ね 3 - 7 町

( 3 - 7 h a) と
, 字 と し て は 狭小 で ,

い ずれ の 字

も絹排水系や 小過に 囲まれ てお り , 東西 方向に細長

い 形を呈 して い る｡ 絵上3(1 に は断簡 も有り , 接 合して

用水路網 を復頃する ことば 不可能 で あ るが
, 肌沢jr[

に ほ ど近 い 村内の 田 中地区に つ い て , 揺(-T を試み
,

水路網を復原 して お い た ( 第 1 図) ｡ こ れか らも ,

茂井羅堰や~
7
_ 堰 か ら枝分れ した 用水路網がf寸内平野

部全域 に展開 して い た 往時 の 景観が想起される ｡ 筆

者は 先に
⊥

,
旧 若柳村に 関 し て , 近世 を通 して 耕地

景観に はほ とん ど変化が無か っ た ことを指摘 して い

る.｡ し た が
っ て

, 絵図か ら復原され る 明治初頭期に

おけ る網状の 用水路や 耕地 景観は , 近 世初頭期 の 景

観そ の もの
,
ひ い て は

,

･f ll世後期 の 景観 で もあ っ た r

,

そ こ で 筆者 は , 寛永名請 人の 屋敷を可能 な限 り現

地比定する ことに よ っ て ,
こ れを字 ごとに整理 した

( 第 5 表) ｡ まず
,
少数 の 事例を除 け ば

,

′

子二y . と ,

覆水名請 人の 岸敷名とは 賢な っ て い る こ とがわか る 二】

屋敷名は , 中世に おい て そ こ にF;h
'

-[与-: し て い た/Ⅰ三家 の

名称が , 近世に冒敷地の 名称に転化 した もの で あ る こ

これに 対 し て
r

7一名は , 明治 7 - 9 年tfi と推
'

it され る
′

≠限 り絵図作 脚寺におけ る乍境界由定 期に 付せ られ

た名称で あ り, ･‡' ･ 近 世に おい て 実際 に こ の ような

y , 称 が 使川されて い た か 否か さえ も小 n]l で ある ｢ し

か し
,
大半 の 事例に つ い て , 屯数名とは 異なる Y . 称

が 字Y . に 採朋され て い る ことか ら, Lい ･ 近 世におい

て もかか る ′卜区画に 対 し て の ､ 通称と し て使)H され

て い たと 考え られよう √､

次 に
, 第 5 大 の ごとく ,

一つ の 1- にfLi を構えた 竃

永名論人の 数に 関 し て ,
1 - 2 人 の乍 が 大半を-

t
l
- め

て い る .｡ す なわち, Y , 称 の存 否は 別と して も
,
網状

の 梢排 水系や ′ト迫 に囲まれた 多数の 小三卜産空間 の 存

在と, そ の 小にFi
7

- を構え て 屋敷地周辺 の 農地 の 耕作

に 励ん で い た 名請 人の 姿 こそ , 中世後期 - 近 世初頭

に おけ る散居集落 の 景観 で あ っ た L, か か る 名論 人の

中に は ,
2 町 ( 2 h a) 以 L の 保 有地を 有す る もの

が3 9 人, そ の うち1 9 人 は 3 町以 L で あ り
, 比較的規

模の 大きい もの の 存在が 日 立 つ .｡ こ の ノ剖 こ関 し て は ,

次章に おい て 詳述 した い ｡

そ こ で 本草におい て は 以下 , 第 5 表に したが っ て
,

1 子に 1 名請 人がF,i;- を構えた タ イ プ ( I タ イ プ) と ,

複数 の 名請 人がJf ,
'

-fi-: した タ イ プ ( Il タ イ 7
J

) に
'
/j
L

け

て , 各 々 の タ イ プ の 保有耕地 の 復原を試み た ｡ とく

に , 後者に つ い て は
, 毛請 人 ( 中世の 在家) 間にお

け る保有耕地 の錯圃関係の 有無に 関 して も考察を進

めた ｡

あさ

一

つ の字 ( 用水系や 小道に囲まれた小区画) に 1 寛

永期名請人が存在 L てい たケ ー ス ( Ⅰ タイプ)

まず
,
一つ の 字に 1 名請 人が 存在 した ケー ス ( Ⅰ

タ イ プ) の うち
, 榔台fJ) 頭 斯に 存在 した 家も 1 軒

( I - 1 タ 1
'

フ~) に 関 し て の
, 寛永期名請 人の 保有

地の 復原に 努め た ｡ そ れ ら の う ちで
, 家系を電永期

ま で 遡及で き る の は
, 高Lilfi 敢新自推又rF ( 明治期

の 高filFi!
,
敢 佐 々 木権 L

′

衷) で ある ｡ 田 ･ 畑屋敷の い

ずれも, 篭永期と明治期で 面積が ほぼ
一

致 し て おり ,

した が っ て これは , 近世初頭も しくは 中世後期の 畏
′

衷 ( [l 壕) の 保有耕地が ,

′

完
'

I三に復原 しう る 事例 で

あ る ｡ そ れ に よれば
,
田 は

, 瞳敷 の 束と南に 架Lt-･ し

て い る ｡ ま た
,
D] の9 4 % は , 屋敷と同じ字に 有るこ

こ れに 対し て , 畑 は , 冒敷に隣接す る若 十を除い て

は
, 他子に

'

j;
L

散 す る傾向に ある 二〉
こ の ようiこ , 畑 が

水LIJ よ りも足熱か ら離れ て 分散的な偵｢[') に あ る の は .

他 の Y . 請 人に関 し て も同様 で あ る 1 新 日経 で あ るか

否か を問わず , 寛 永の 名請 人 ( 中Lf_
1: の /f三家に

､

_
[

j た る)

の 経
′

[

i

-
:;; の i

:

. 休
が

, 水口= 二 置か れて い た こ とを ノJこし て

い る-〉

次 に , 肯永別とrl)l 治期と で は , 地積に 多
′ 如) ,Y二三が



保イ1-地 0 ) 御;(か ら考究する暦
r
,ii U寺代に お け る散剛寸溝 ･ 小村落o ) 蚊 ､

l

T
_
と 構造

E J

字立石野

上田中 ･ 立 石野

東橋本
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A
_
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[コ柏木 田
口柏木田 z

□柏木田 ●
兵法

G

● 丹中
中 ● B 前 田 ･ 中
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A n

上場 ･ 大 屋●

字八幡屋敷
G

i 水 - 上 -

八

Tl
*

# *T;･
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M : 松

､
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i
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即 ､
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､
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第 1 図 明治初頭の若柳村 中央吾B( こおけ る ｢字｣ 界と ,
屋敷および屋敷名
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第 5 表 多くの ｢ 字｣ に分散的居住を L てい た寛永1 8 年 (1 6 4 り 名請人と , そ の 保有地地積

(その屋敷地の場所が比定できる名請人のみ ｡)

1
′

子二に複数の 名請 人がIiキ任 し て い た タ イ 7

字Y . 屋 敷地 名 名請ノ.＼ 町
. 反 .

i畝 . )i-i

野 山 口1 野rrJ[fi 駐 敷
[
}A-イlA ヱ 門 3 . 2 . 7 .

0 4

末代(松出 場敷 ( 節) 助 五郎 1
.

9
.

6
.

2 9

)i- ,
L

f
v
J; 瀧 ノ 卜臣敢 孫惣 7 . 3 . 2 6

大 ,
i

f
y
Ah- 屋敷 iF 八 1

.

9
.

4
.

1 2

i-
_ 堰袋

f-
_ 閏袋昼敢 弥一郎 2 . 4 . 6 . 0 0

関袋屋敷 外記 2
.

0
.

7
.

1 6

雪馬 屋敷 ( 節) 勘__
三郎 2 . 2 . 3 . 1 5

橋本 橋本屋敷 豊前 2
.

1
.

0
.

0 4

衷情本屋敷 ( 新) 積作 8 . 1 . 0 0

l

_
[

!二b-野 北銭倉屋敷 与-rfほr' 9
.

7
.

l l

構枕屋敷 ( 節) 竜 三郎 1 . 1 . 0 . 1 4

出 中 人宮尾敢 佐左 ヱ 門 2
.

4
.

0
.

0 5

久 田 屋敷 1
:

_ 右
ヱ 門 5 . 2 . 1 . 2 5

曲帥 中内屋敷 佐藤太郎 1
.

2
.

2
.

2 1

曲師屋敷 藤右 ヱ 門 4 . 2 . 7 . 0 6

相 木田 前北野在家屋敷 縫殿 3
.

6
.

1
.

2 8

,

l毛法屋敷 三次郎 2 . 3 . 5 . 1 3

前 円 前 旧屋敷 次郎右 エPリ 2 . 7 .

9
.

0 2

北 前田 鮭敷 休佐 2 . 6 . 7 . 2 9

御伊勢首 東兵法岸敷 多I,
:

_
ヱr
l

l 7 . 2 .

0 0

揚 場 屋敷 垂次郎 1
.

8
.

5 . 0 0

田 子 屋敷 源左 ヱ 門 3 . 1 . 4 .

0 5

子軍田 津田屋敷 (新) 休次 1
.

2
.

7 . l l

柳 ノ 町 屋敷 (節) 文 一郎 8 . 8 . 1 0

前川端 擬人屋敷 作石 工 門 2
.

0
.

9
.

l l

田 元屋敷 弥キ ュ 門 2 . 5 . 9 . 2 0

道 場 屋_敷
~7
_ 十郎

1 .

1
.

3
.

2 6

田 子屋 前惣の町屋敷 隼人 2 . 2 .

5
.

0 9

筑 後屋敷 iモ辱 4 . 1 .

3
.

1 7

真 田 木 東 田 瓦屋敷 -+
''
-jl-≡ヱ 門 1 . 8 . 4 . l l

-J
_
ツ 駐敷 -

I ;
T + 7- エ 門 3 . 2 .

9
.

2 9

二二r
;

k 町 申出中屋敷 ( 節) ′J ＼ 十郎 8 . 4 . 0 4

上酒 丸屋敷
L
j- 左 ヱ 門 1 . 9 .

5
.

2 5

卜酒 丸屋敷 ( 節) 助 九郎 1 .

8 . 2 . 2 6

袖 ノ 町
_
上二葉買木尾教 義l7;- ヱ 2 . 5 . 1 . 1 7

只屋敷 ( 節) ｢判読助 8 . 2 . 2 2

御 駒
′

呈 F 角屋敷 +-
_ 汁

9 . 1 .

0 4

角屋敷 弥蔵 4
.

3 . 1 8

上野町屋敷 四郎左 ヱ 門 4 . 1 . 8 . 1 8

津倉汁] F 菓買木星敷 加賀 1 .

9
.

2 . 2 8

福田 屋敷 ( 節)善I了エ 門 1 . 5 . 1 . 0 1

内 田 内 田 駐敷 ( 節) 采女 1 .

3
.

3
.

0 4

関屋敷 ( 節) 休阜モヱ 2 . () . 6 . 2 4

松頃 柿 ノ 木屋敷 7
_∫;
ヱ 門 1 .

4
.

8
.

0 5

荒町屋敷 平左 ヱ 門 I . 4 . 7 . 0 2

松頃屋敷肝舶 孫~三郎 4 .

0
.

7
.

1 l

L松頃屋敷W- ,申t( 太郎iモヱ 4 . 8 . 1 . 2 9

要害 ･ト倉L日屋敷 長次郎 5
.

0
.

3
.

2 3

野[H 屋 敷 ( 節) 平 卜郎 1 . 0 . 7 . 0 9

野 田 岸敷 ( 新､) 甚,圭一
:

5
.

9
.

() 2

迎[ll 迎 田FS-_敢 采女 5 . 8 . 6 . 1 2

F 要
′

吉屋 敷 ( 節) 弥惣 1 . 8 .

8
.

2 9

1
′

字 に 1 /
/

f. 請 人がJJ T
I

-fi三し て い た
/
j l

'

7

字名 唇敷地
J

/ , y , 請ノ＼ 町 . Fi . 畝 . 5LJh-

北 野=一山 柳田 屋敷 藤左 エ 門 1 .

0
.

8
.

0 3

全 入通 金 入道 屋敷 讃山王 3 . 二う . 4 . 1 8

下 堰袋 下関袋rf_敷
~~｢ / lA エ｢l 1 .

8
.

5
.

1 4

堰 合 間合rf
_
敷 ( 新

､) 源 人即 1
.

i . 3 . 0 6
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第 2 図 明治初頭 における字 ｢ 化粧野｣ にお ける土地所有の状態

1 字に 1 寛永名請人が存在 L たケ ー

ス の保有耕地の 復原

菊地永之助

第 3 図 明治初頭 における字 ｢前田｣ における土地所有の状態

1 字に複数の 寛永名請人が存在 L たケ ー ス の保有耕地の 榎原



保有地 の 復原か ら考究す る歴史時代における散居村落
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f

(
_i
)1 :維

′

;
r:ミで な か

-

〕

/
+

= こ と を ′J
-
,
- し て い る

5 9

B 類型 : 3 町以 卜の 規模の 寛永 1 名請 人の 耕地
･

岸敷地が 家系の 持続 ･ 変換 にか か わ らず ,
そ れと同

じ屋敷名を冠す る 明治期の 複数 の 農家に よ っ て ,
折

半形態を含め て 継承され て い る ケー ス で ある ｡ こ れ

に該 当す る もの と し て , 手金入道 の 全入道屋敷讃岐

( 明治初頭期に は 同字に ｢ 金人道｣ の 駐数名を冠す

る 3 軒 の 阿 部 ( 安倍) 家 が居 住 して い た) , 字舘屋

敷の 舘屋敷惣右 ヱ 門 ( 同館 屋敷
･ 佐 々 木家 2 軒) ,

字 八 幡屋敷 の 八 幡屋敷将監 ( 同 八幡屋敷
･

小野寺家

3 軒) , 字大 町の 大立 目 屋敷 久左 ヱ 門 ( 同大立 臼屋

敷
･

高橋家 2 軒) , などが ある ｡

こ れらの うち, 寛永名請 人の 所有地積と, 明治期

に おける複数農家に よ る所有地積の 合計とがほ とん

ど一
一

致 し て い る ことに より ,
寛永 の 状態を復原 しう

る の は
,
金入道屋敷讃岐, 舘屋敷惣右 ヱ 門, 大立目

屋敷久左 ヱ 門 の 三 者で ある o 讃岐 の場 合は完 全に ,

後 二 者も, 口
･ 畑 の 比率に変化 はある もの の ,

ほぼ

復原 しうる . そ こ で , まず, 前 二 者 の 保有耕地
･

屋

敷 の 復原を試み た .｡

讃岐 の 保 有地は , 惰r
T

] 状 のTT 柑F 水系に囲まれた 1･

忠人道 の 巾に ,
大半 の 田 ･ 畑 が立地 して い る ｡ こ れ

が 明治期に は, 2 軒 ( 3 軒 の うち 1 軒は新 し い 分家)

の 阿部 (安 倍) 家に より , 所有貫 丈高の 折半 の 形で

継承されて い る ､｡ 2 軒 に は , 幕末におけ る貰文高に

も差は無く
,
明治期に おけ る所有耕地 の 分布に 関 し

て も, 駐敷か ら の 遠近や 分散度に つ い て も, ほ とん

ど差違 は認め られ ない . 南北 方l[Ⅰ] - の 美事な折 半形

態 で あ っ た こ とを示 して い る ｡ 2 軒 の 所有耕地を 合

わせ た形 で 復原され る讃岐 の 保有地 も, 屋敷地を中

心 に
,

･

円的 で あ る ( 第 4 1対)/ ㌔

と こ ろ でii
:

.上 ほ れ る
c] ) は

,
川3;T

'

i 期 におけ る 2 車t
-- L])

[; HI L
I

L

,

l
J-13 (

′

/i
:

悼)
′

衷の
I

t･地 内桔が ,
9 畝 6 )i:,- , 9 畝 8 )LAl一

二
'

了二y
/

†
′
､

1
;
- ノ

し :
)

)
､

.

i
_
J そ〔

′) r-T [汁〔
7 う1 I /: (q l;rJ:I ll :'1 11:: ,

i
,

/
,

1請訓真のFii-
_
敷地地枯 o_

) 1 )丈 9 畝 6 )i ,A,- に ほ ぼfT 致す る こ

と で あ る--, す なわ
ち

,
2 車1
二
の 阿部 (

′

安倍) 家 の 七地

そ 0 ) も の が , 讃山女のJii-_
敷地 で あ

-

, た こ とがわか ろ

fl)3i
l

f～期に おけ る 2 軒 の
/

t･地 は , 心JLI
J)i 仙 こ隣｢T っ て

おり ,
2 軒
二
全体と して は , 上主方形の 形状を

[

.

'

･: し て い

るニノ

と こ ろ で , こ の 際 , 1劉岐の 保イー描け也の折
､

I
'

-- に [‡わ

せ て ,
Ji i_ 敷地ま

で こ の よう な 等
'
J)
1
'

剖 をした とは F)' え

難 い- ノ も ともと, 居 'k 検地[1:J
J: に 2

/

) の 経
J

[

L

,;I
,

7

休 ( 多分 ,

い ずれかが 本
′

衷に なる よう な 2 軒 の 農家) が/[イ一三し ,

讃岐は それを代)i- す る よう な件格 , す なわち; I: 糾. 納

人月･ と し て Y 1 .
;
.
A
I H 組長され た も0 ) と ,

ぺI
ti三E･ は P)- え て い

ら-′tペ
み に ,

ぺ

1
`

i

-I h-
a ))坦ムDli- a)

/

J 川f- に よ
-

, て も
,
J亡f,

I

l
l
,

;
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i
j l

[

'3-

頃 に讃岐 の 家系とは 別に , もう 1 本 の
′

家系が金 人道

の kI
.
敷名 で 存/r三し て い た 7/

次 に , 折半 の 形 で は ない に せ よ,
′

了
'

- 舘fi!_
敷 の 舘臣

敢惣右▲ヱ 門 の 保 有地も, 明テf 淵j に館吊敢名を共有す

る 2 軒 の仏三々 木家 ( 家系が 電永ま で 遡及で き るか 否

か は 不 明) に よ っ て継 承されて い る ｡ 2 軒 の 耕地は

各 々 の hi_ 敷地 周辺
に 繁中 し て い る.｡ そ し て , 2 軒 の

r

t･地 面横の 弁計 2 反 6 畝14 歩も, 覆 水の 惣 Il- ェ ｢
F

] の

屋敷地地積の 2 反4 畝2 1 歩に ほとん ど 一

致 し て い る 二,

2 酎
二
の 宅地 こそ , 惣右 ヱ 門 の 屋敷地に他 ならない こ

とが わか る ｡ 金人道 の 事例同様 に 2 軒は隣接 して い

るが , そ の巨3-
_
敷地 の 形状か らも

,
2 車1
二
は 別個の 経

ノ

:
i;;
,

I

価 ( 農
′

衷) で あ
一

) た こ とが t-rl ら れる の は , 余 人追 の

2 軒同様 で あ る ｢

明治期に おけ る復数の 農家の [
fjf一軒耕地 ･

′

t-f出の地

積の F-T 計と, 寛永名請人の 保有耕地 ･ Fig-_ 敷
の 地積の

今計とに ,
多′如 ) 差 は 有るもの の , ( H-] 様な手順を蹄

む ことに より
, 寛 永名請 人の 保 有耕地 ･ 冒敷地の 復

原が H[
J

H
'

巨な ケー ス が他に も有る-､

た とえ ば, 明治期におけ る字 八 幡置敢 に は , 本家

筋の 八 幡屋敷小野寺利作家と
,
同 じ尽敷 名 ｢ 八 幡岸

敷｣ を
/

J
Jtf す る 2 軒 の ′ト野寺家が jj~ っ た.｡ 3 軒

のLH の

第 6 表 l 寛永名請人 の保有屋敷 ･ 耕地が複数の経営体から構成されてい た事例に関しての ,

寛永1 8 年 (1 6 41) と明治初頭における地積の比較 ｡ 字 ｢ 全入道｣ と字 ｢ 八幡屋敷｣ ｡

字 ｢ 全入道｣ 寛永18 年 ( 1 6 4 1) の Y , 請人

阿
畑

( 臣敷含め ず)
尾 敷 (ナ 計

町 . 戻 . 畝 . 歩 町 . 1丈 . 畝 . )i1. 町 . 戻 . 畝 . i♭ 町
.

戻
.

畝 . 歩

金入道屋敷 . 讃岐 1 . 5 . 2 . 0 4 1 . 6 . 3 . 0 8 1
. 9 . 0 6 3 . 3 . 4 .

1 8

※ 寛永の 金 人 道屋敷 ･ 讃岐o) 貫之岳は, 卜の 明治 の 2 軒 の 阿 部家に 折半 の 形 で 継 承され て い る
二

明治初頭 におけ る経営体 ( 農家)

田
価

(宅地 含めず)

/

-i
-

地 (ナ 計

町
.

玩
.

畝
.

歩 町
. F丈 . 畝 . )iA,- 町 .

.玩
. 畝 . 歩 町 . 玩 . 畝 . 歩

金入道屋敷 . 阿部馬鹿 8 . 7 . 0 9 9 . 5 . 0 2 9 . 0 8 1 . 9 . 1 . 2 0

金 入追尾敦
.

阿部栄松 7 . 0 . l l 6 . 8 . 05 9 . 0 6 1 . 4 . 7 . 2 2

字 ｢ ^ 幡屋敷｣ 寛永18 年 ( 1 6 4 1) の
/

I , 請ノ､

川
畑

( 蛙敢 行めず)
1主 祭 合 計

町 . 玩 . 孤 . lE; 町 . [丈 . 畝 .
,
L

歩 町 . 戻 .

畝
. 歩 町 . F丈 . 畝 . ≠E ,-

八 幡星敷
.

将監 3 .

1 . 6 . 2 4 4 . 9 . 2 6 4
. 2 . 00 4 . 0 . 8 .

2 0

明i
′

T
'

l

l

&] 頭 にお け る 終r
l

,;;;徳 ( 農
′

哀l

川
畑

(
/

t 地 合め ず1
七 地 ｢T L汁

町
. f丈

.

畝
.

歩 町 . T丈 . 畝 . 蘇 町 . f丈 . 畝 .
,1
y
A; 町

. T文 .

畝 . 歩

八幡Fi;-
.
敷 . ′卜野 寺平-L 1

. 7 .

1
. 2 3 1 . 4 . 1 7 1 . 1 . 1 6 1 . 9 . 7 .

1 6

八 幡佐敷 . ′ト野 寺別作 1 . 3 . 6 . 0 0 3 . 9 . 0 9 1 . 7 . 1 6 1 . 9 . 2 . 2 5

八 幡屋敷
.

及即 !j 項 汗.
1

1 . 0 . 8 . 0 5 2
. 8 .

1 2 8 . 0 3 1 . 4 . 4 . 2 0



[粧イf 地o )f
'

iili;くか らキ
′ '

ft す る 懸
[
,ilfr与代に お け る散TII;一帖苓

･ ′卜f ､5~ 清o ) 城 ､
1

/二と構造

0 5 0 0 m

匡∃
金入道屋敷阿部(安倍)

栄松 の 所有耕 地

金入道屋敷阿部寓蔵の

所有耕 地

両者の耕地を合したも
のが

, 寛永の 金入道屋

敷讃岐の耕地に当たる｡

宅地 ( 屋敷) も同じ｡

第 4 図 明治初頭における字 ｢金入道｣ における土地所有の状態

1 寛永名請人が ,
2 つ の 経営体 (農家) から構成されてい たと考えられるケ

ー

ス の保有耕地の 榎原 (保有耕地 ･ 屋敷地は折半されて い る状態)

八幡屋敷 ( 大東) 小野寺利作の所有耕地

3 軒 の 小野 寺 ( 及野寺) 家 の宅 地を 合わ せた も の が , 寛永 の 八幡屋敷将監の 屋敷地に 当た る｡ ま た ,

3 軒 の 所有耕 地 の 主要な部分 (図に 示 した宇 内の 所有耕地) が , 将監 の保有耕地 に 当た る ｡

第 5 図 明治初頭 における字 ｢ 八幡屋敷｣ における土地所有の状態

1 寛永名請人が ,
3 つ の経営体 (農家) か ら構成 されて い たと考えられ るケ

ー

ス の 保有耕地の榎原

6 1
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ET 計 は 4 町 1 J丈6 献2 8 ,
l

LA; , 畑 の ｢干計は 8 反 2 畝 8 埠こ

と
, 賃永 の 将監の そ れぞ れ ,

3 町 I F5i 6 畝2 4 歩, 4

反 9 畝2 6 1il- よ り も, い く らか 大きい ｡ ま た
,
3 軒 の

令所 有地積 ( 田 ･ 畑 ･ 七地) の 合計の 5 町 3 反 5 畝

1 歩も将監の 名請地 の 4 町 1 反 6 畝2 8 歩を上Ld っ て

い る ｡ しか し
, 明ナチ淵l に お い て 3 軒 の ′ト野 与家が所

有 して い た[H の う ち
,
遠距離の もの を除け ば, ほと

ん ど将監の 保有 田の 地積に
一

致 し て い る ｡ さ らに
,

3 軒 の 宅地 面積 の 合計 3 反 7 畝 5 射ま, 将監 の 名論

けた 尾敷地 の 4 反 2 畝に 近い ｡ こ う し て , 明治期に

同 じ臣数名 ｢ 八 幡娃敷｣ を共有して い た 3 軒 の
′

ト野
ニ

寺家 の 宅地 こそ
,
将監 の 屋敷地と考え られる ｡ 筆者

の過 去帳 の 分析によ っ て も, 天和 - 元 禄頃に , 同 じ

八 幡屍敷 の 屋敷名で , 本家将監 の 家系以外に ,
1 -

2 の 別 の 家 系の 存If
:

_ が 認め られ , 実際に 複数 の 経営

価 ( 農家) が 存在 し て い た ことがわか る ｡ 将監 は ,

そ の ような 小同族繁凹を 代表す る もの で , 星敢 名

｢ 八 幡屋 敷｣ は , 中 世におけ る ｢ 八幡在家｣ が 屋敷

名化 した こ とに他ならない o 分家 の 2 軒 の ′ト野寺家

の
'

t･地位置は , 本家 の 小野 ､

f

紳J 作家に近接 して い る

ち の の
,
そ の形1人か らは , 本家か らは 独立して い た

別個の 経営体で あ っ た ことを示 して い る ( 第 5 図) ｡

上記 の 語例は ,
1i 敷が 相互に近接 して い た 事例で

あるが
, 離れ て い なが らも同

一

の 在家に 由来し
,
共

通 の 屋敷 f. を冠 して い る ケー ス も認め られ る ｡ 字前

川端 におけ る寛永の 口 元屋敷与右 ヱ 門 の 快石質高の

2 8 6 5 文 は , 明汗.
h

期 に おけ る田元 屋敷佐 々 j J j一市家 に

1 4 3 3 二丈
,
同 じくLrl Jt 臣敦阿部清助家に1 43 2 二丈と

,
ほ

ぼ均等に継 承されて い る ｡ 家 系 の 持続
･

置換 は 不 明

で あ るが , 明治期におけ る 2 軒 の 宅地 面積の 合計 2

)丈1 9 歩 は
, 与右 ヱ 門が名請けた 屋敷地 の 2 反1 6 歩 に

大そ う近 い･｡ し か し, 2 軒 は離れて い る の で , 間 に
毛 ,

}

= ぎ

は 別系統 の 槙木程敷1,
F

IJ Tミュ 門 の 崖敷地さえ 介在 して

い る こ とが注ト1 され る ｡ 2 軒 が 離れて い て も, r司 -

の 屋敷名を
I

)ti: し て い る の は , もともとは 2 軒 ( 2 つ

の 経 営体) で 1 佃 の 在家 ( 口 元在家) を成 し て い た

も の が , 近t‖二に は蛙敷Y . 化 し て継 承されたた め で あ

る
｡

以 卜, 本草二に お い て は ,
3 - 4 町 を超え る規模の

電永名論 人の 中には
,
- 見, 寛永検地以 後の;I

A
_ 戸 時

代に おけ る分家に よ っ て 経常規模が 縮 ′卜し て い る よ

う に 見え て も, 寛永 ゝ

即寺か ら本家筋か ら少し離れた

場所 に
,
同 じ屋敷名を冠す る別の 経営体 ( 農家) が

行fF_ し て い た場 合の あ る こ とを指摘 した ,
｡
こ の 場 合

の 寛 永名請 人は , 複数 の 経営体を代表す るもの で ,

巾十H.
-t こ あ っ て は

, 諸役員担の 単位 で ある 作家に 他な

らな か っ た 二

′

家系を辿る ことが 1 叫台巨なた めに , 卜)ii の言n- 事例

以 外に つ い て 論ず る ことは 無碍 で あ るが , 他 に も 3

町以 L の 規模の い く つ か の 覆水Y I 講ノ､ ( 在
′

衷) に
-I)

い て
,
か か る複数 の経営体 ( 農家) か ら収;7

_
し て い

た 口†能件が ある ｢ 3 町 以 上の Y 7 請地とは 言 っ て も,

Ei 敢とInA) じ宇 内の 田 が
, 経営 の 主体をな っ て い る も

の が 多い か らで ある .こ, 子作 ロ†能を超え る 部
'

/;
1

に つ い

て は
,
実際 には 別の 経営体が 耕作 して い た の で は な

か ろうか ｡

ⅠⅠⅠ 中世および近世におい て成立 した本 ･ 分家

関係とその空間的範囲

本章で は宣数名を 手掛か りに , 本
･

分家関係が 収

止す る際に ,
｢ 字
_｣
が 果た し て きた 役割 と, 屋敷名

そ の も の に つ い て も考察を加え た ｡

散民地域に おけ る本
･

分家関係と散J,i;一形態 の 持続

性に 関 して は
, 従来か らも地理学 におい て 報告

1 7 .

が

なされて い るc しか し, こ の点 に つ い て も筆者は ,

各時代の 社会経済 史的諸条件把握 の 視 ノ割 こ 立た ない

限 り
,
止 確な分析は 不可 能と考 え て い る ｡ ′

t:
_
産活動

の 基盤 で ある t 地保有 ( 所有) 制度が 賢な っ て い る

も の を, 同列に 並 べ る こ とは で きない か ら で ある o

そ こ で 筆者
1 ど

.

は
,
a 中 世 の 在家役巨体制 F に おけ る

本 ･ 分家関係
,
b 近 世に おい て 形蚊され た木 ･ 分家

関係 ,
c 明治以降におい て形成された 本 ･

分家関係

に分け , 本稿で は a および b に つ い て
, 分析を進め

た.｡ a は さらに 別個に独立 して い た 在家 ( 寛永名請

人) と し て の 本
･ 分家 ( a - 1 タ イ プ) と ,

1 個 の

在家 ( 1 寛永名請 人) と し て 捉え られた 本 ･

分家関

鰭 ( a - 2 タ イ プ) とに 分け た ｡ ま た
,
b に つ い て

も 2 つ にr* . 分 し て 考察を加え た ,
)

a 中世の在家役屋体制下における本 ･ 分家関係

a
- 1 タイプ, 別個 の 独1'

1

!二し て い た 寛 永名論 人

( 在家) の 間 で , 本
･

分家関係が 明瞭なの は
,
先述

,

i

- , お あ こ
の 千人埠の 瀧ノ 上屋敦新 自推孫惣と , 同字 の 人)i-1-I

_
i

敷平 八 と の 事例で あ る｡ 聞き取 りに よれば
, 前者は

後者か ら の 古 い 分家 で ある ｡ こ れ以外 で も
'

h･ 述の こ

と(
I

-主
二
前田 の 前 田屋敷次郎右 ヱ 門とIrll

/

i
･

I
･ の こ ま い た

屋敷新百姓勘四郎 ( 第 1 【ヌ1 の 卜部) , 字立石野 の 橋

本fi 敷豊前と同了の 衷情本臣敦新 百姓轄作 ( 第 1 図

右 卜部) の ,
2 例などに おい て もみ られる r

a
-

2 タイプは , 第rI 章で も取 り
_
1･_ げ た諸事例の

3 田~T 以
_
l･_
の 規模 の 電'k 名請人 ( 在家) を構収 して い



保イ川如)f
'

ii T5i( か 仁) 考究する暦
[
,i1日キ代に おける散f[ r川寸清

･ ′トトJ一滴o ) 収 ;′二と構造

る 本 ･
'

J)
1
J

衷で あ る- ′

い ずれ の タ イ プ の 封列に おい て も, か か る~l㌧し
､ 分

家は
,
同

一

の 字 内にI,
'

li ら れ て い た こ とがわか る ｡ a

- 1
}j イ ブ は 本家と

/

/j
l

家 の 距離が 有るもの が 多く,

各々 が経営体と して , 完 全に 独I17_ し
て い たた め に ,

別個 の 在家と して 捉え られた もの と考え られ る こ
′

方
,
a 1 2 タ イ プーは , 分家は独立 した経営体 で あり ,

耕地 の 錯圃関係もみ られない もの の ,
分家 の 星敷は

本家に近接 して おり ,
上目排水等 の 生産諸関係にお い

て
,
本 ･ 分家問で の い わば ｢

~
ゆ るやか な経営体連合｣

を構成 して い た ｡ そ の た め 全体が 1 在家 ( 1 寛永4
(
,

請 人) と把握された と考え られよう ｡

b 近世におい て形成された本 ･ 分家関係

中ttt の 在家役巨体制が 消滅した後の 分家で あるが ,

耕地保有の零細化を防 ぐ目的 で , とく に仙台藩で は ,

分家を厳 しく制限 して い た ｡ ま た , 新LL] 面積も少な

い
｡
そ こ で

,
そ の 例が 稀な, 本家か ら分 与された 土

地や 新開墾地に 分家する ,
い わば本来の 意味で の 分

I

衷 ( b - 1 タ 1
'

フ) と ,

'

J;
1

家 とは r-;
-

, て も
,
一度絶

家 して い る屋敷
･

耕地を, 散 田 前
l`'

の 手続きを経 て

踏襲す る形 で の 分家 ( b - 2 タ イ プ) とに分け て 考

察を進め た r

,

b - 1 タイプ, 平野部に おい て こ の タ イ 7 が 認め

られ る の は
,
わずか に次 の 2 例 の み で あ る ｡

J ,L Z.L
# ) I

ま ず , 了大 射 こ は ,
H)1ナ台朋に 3 引

二
の 阿部家 , す な

わち瀧 ノ ト位敷阿部繁蔵家 ( 覆水の 瀧 ノ L Jii-_敢新
自

推孫惣 の 家系) , 大)L
J; 屋敷阿部弥 次イ7A ヱ 門家 ( 電永

の 人歩fi 敷 平 八 の 家系) , そ れに 人歩駐敢βロほ粥,7; L

′

衷の 3 軒が 吊fi
:

.
し て い た こ の う ち , 前述 の ごとく ,

瀧
/ 卜Fぅン穀!:I

.[ [
,

L

;
=

i二繁成
J

遠くは ,
/
i (

lいぅi_
ll]

'

k[;[1;;-I:
I

;
;
Jこ;クエ/ 】: [ 1

'

ろ､

か ら 0 ) [I-- い
'

Jナ
I

衣 で , lii-_ 敢
は か なり離れ て い る- と こ

-

7
/
〔

1

:了7: : .
T

i7T-｢! 〔7-) 卜 り,-こFii-
r

即 ロ｢;
l

'

:[: ,I,
;
1: f 二

`

,

-

,

1

/ L 結)三に/i
;

け る 本
′

哀[ 小
1

i
r-じJ];lこ次イI- ェE

】t

j
'

衣 ,}) J 〕 J )
/
'

Jナ
′

衣で あ
;
)
, ′1｣

一

束

と卜(J L ki-
_
敷
/

( I l 人Jレ｣ を
/

)
-
Lf L て い る, た だ し,

^

1i; 占-

c7) :.坦ム帖i- の
'

Jナ抑 二 よれ ば,

/

/i
:
;I
,
1 の と川二も) J いぅ1 敢 の

/

( l で ,
心

`

衣と は 別c) )
`

家系が 一心[)
I

-(t
=

.
し て お り , そ れ

が絶 え た後に ,
改 め て 分

'

4くを.
'

I
J

. し た も の で あ る ｢
つ

ま り,
′

/1
:

永1山うf†に も本家と1･ .1 じ 人)i:Jii-. 敢 Y '
を

/

)tf した

別 の 分家がi fイt
:

. し
て い た ことに な る.-ノ

次 に[7)=f .
t

期 の
′

ト‖= ‖に は ,
八通 の)主祭 Y. r = Il 小

′il-_
.

敷
_
｣ を

[

J起し た 3 軒 o ) 松
1

7
'

･
'

i ( が ,
)[I .

I

- を構え て い た,

すな わち , 本
`

家筋 の 卜H 小Fぅ‡敷松
.

f
'-･F
▲

)J
t

-
･イ.A ェf

- L

｢衣 ( 貨

′k O ) 卜州[f .I
-

.
i-
_ 敢孫惣

o )
J

衷糸, 過 ムIllミか らも人和 2 叶

;
'

i O )('.イ,
' ェF

IJ

l )1 : ま で 遡及 ‖JJ 帖) 0 ) 他 ,
L = 小F

-

.1 軟付こ

･

t
,I
-
1
j-イI' r LF

H

I
I

i( ( )亡祉 7 1ト音
ノ

よ0 )
[

j-iて;-
:I
l

:
L

t でj嘩)えL -川巨)

6 3

と, _
上｣ ‖LI J 臣 敢松代与 三郎家 ( 人明 4

'

Lr- 壮 の
E

j･次] l-

ヱ ｢
-f

は与ま で 遡及 r
-.j

'

能) と の 3 車f
二
で あ る ｡ 過去帳 の 没

年か らわか るよう に , 後 二 者は本家松平喜右 ヱ 門家

か ら の
, 近世 におけ る分家 で あるが , 本家と同じ屋

敷名を冠 して い る こ とが 注目 され る ( 第 1 図 の ｢ 字

= 旧1｣ を参照) .二

上 述 の 2 例 い ずれも, 明治期におけ る分家 の 所有

地積は , 寛 永名論 人の 家系 で ある 本家筋の ,
1 ′

′

′

2 -

1 :3 程度 で ある L｡ ま た , 分家 の 宣教位置も, 本家 の

卜手に 当た る東また は 東南方 向に ,
本家に近接 し て

い る
L,
同 じ屋敷名を

'

)
-tf し て い るとは 言え ,

所有耕地

の 面積や屋敷他の 人きさや位置な どの 点に おい て ,

相互が ほ ぼ対等な関係に あ っ た前章における 諸事例

とは ,
か なり違 っ た も の に な っ て い る｡ 上 述 の 2 例

は
, 我 が 国にお い て近世期にみ られた-

･

般的な本
･

分家関係 で ある 〔｡

b - 2 タ イプで は ,
絶 えた 家の 堤敷名が継承され

る こ とに な る.｡ した が っ て , 分家 の 屋敷名が 本家と

異な っ て おれば, 絶 え た家 も, 同族的紐帯の 存否に

は関わ らず ,
本家筋とは 別の 軒家で あ っ た ことに な

る.｡ 逆 に ,

I
/
-
)
1

家 の 屋敷名が 本家と同 じで あれば ,
絶

えた 家も本家か ら の 分家 で あ り ,
中世 にあ っ て は 本

家と連 合して 一個の 在家を構成して い た こ とに なる ｡

前者に 該
､

うす るもの と し て , た とえ ば字水沢野 の

I
Tql[

[

り屋敷小堺平] ,
:

家 は ,
同 L

'

F 内に あ る 本家の 水沢

町屋敷小T,i( 平左 ヱ 門家 ( 覆 水の 水沢野駐敷 平] rI ヱ 門

の家 采) か ら の , 近世期 におけ る分家 で ある ( 第 1

図 の 1 rI 下部
//)
1

参 照) ｡ と こ ろ が こ の 場 斜ま, 西向屋

敷に安 永の 頃ま でff [王三し て い た 別 の 家系が絶え た跡

の
,
liz-
_
敢と 抑也を継壊 して

'

/
-
]
1

家 し た も の で あ る( ,
[1 ｣

w 二に
二

王て 遡 ′

J之L
I , ろ〔

)

〕て L

J

l
;
) れば ,

-

, ( /
丁

う
′

;
I

- にF
L

ii 放c
]〕

/一三
'

束 , す なわ 十) , 刷 上即[l
:

.
'

衣とl)LT
-
rL

'

川三
′

衣 とが 州i三し

-

:T い ナニ ニ
し に /

+

し

ゝ

7 1 , ,7
'; I r

l

;
'

lA: に才汁 ｢ ろIT
}j ( -ノ の い=亨LI

I. い＼､

州蓑な
･

j
T

;･T
'/ll は ,

′

ト
1

′ニイ7
J
P-f に おけ る供 相手敢什藤

t
J3

折
′

衷 とr Hl
,

[
'

･ 0
~) 北錆 付

J

;-_ 敢I
j.
:

_
J掛)

'

)ll-:
J

衷 ( 居 ′k の 北銭 丹

)ぅl-
_
Lj
)

f!
(
I
j- 1fi 即 o )

/

未 来が絶 えた 跡に 供i
'/LJii-_ 敷f

/
/
,
:

_
F妹

′

哀か L
t

,

'

Ji
l

家 を してJii-_
敢 ･ )#]也を継/良した もの) との 関係や ,

1
=

-
Y

l 真山人に おけ る 射 iJ Jtjii_敢阿倍(I,
'
/ --
_郎家 ( 寛

'k の

射71 Jt)去敷
､

f
/･JI :
_
ヱ 門 の 家系) とrr f) 1･ の

A
-

､

ソ 屋敷阿倍

/
,
";7:)] 軒家 ( 倭;K の

-
_
ツJ主祭

f
ノ
ーーJ IJ ヱ 門 の 家系が

'

/1
'

- 'k の

恥 二絶 えた 帆 こ, 射 Ⅰ! J亡1ii-_
敷阿倍家か ら

'
/;
1
'

哀 した も

a ) )
,
な ど に 求め られ る ( ;j

'
'

,

J 1 l
l

j( = -_ .
:
;l; 射I､[.i .)- ,

こ れ L
l

, a ) ,i-n･
[

)
,

;-I
/
/ll O )(米イ川

二地 0 ) 御上;くも, A
/

) 0 ) 1- に

).I ,
'

- を構え て い た
′

卜脚莫な/i
:

.
J

衷群o )i 絹ユを ′J
A
; し て く れ

ろ 1ご 火が 散EfIJ
I

Jfi C]) T･ 経きを経 て い ろ0 ) で ,

'

Jナ
′

束o )
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距離に は 関係ない はず の もの が ,
上述 3 例は 同 L: 1･

にと どま っ て い る ことが 江臼され る｡ ただ し, 分家

が 本家と同じ岸敷 Y . を冠す る場(-T , ま た は 別 の Li3-. 戟

名を冠す る場 合
,
い ずれにお い て も b - 2 タ イ プ~ の

本 ･ 分家関係の 復頃に は煩雑 な手続きが必 要なため ,

他 日 の 検討を期 した い ｡

Ⅳ 結 び

本稿 で は , 胆沢扇状地に おけ る散居集落 の 成立に

関 して , 近世 初頭に おけ る名請 人の 保有耕地 の 復原

と
,
屋敷名の 分析に 基づ く考察を加え た . 近世初頭に

おける名請 人の 土地保有状態は , 中世後期の ｢ 在家｣

の 土地保有形態を示すもの で あり
,
ま た

, 覆水検地

帳 の 名請 人の 右脇に付記され て い る屋敷名 こそ は ,

中世に 起源する在家 の 名称に他ならない か らで ある ｡

まず , 今 口 で はそ の 景観 も消失 したが , 明治初頭

の 字限絵図に み る ｢ 字｣ とは
,
用排水路や 小道 に囲

まれた細長い 生産
･

生活 の 空間 で あ っ た ｡ こ の よう

な網状 の ′ト用排 水路の 発達こ そ , 敷居集落成立 の 直

接的要因と言えよう｡ すなわち
, 近世初頭 におけ る

名請 人の 屋敷 名および屋敷位置と字との 関係をみれ

ば
,
-

･

つ の 字に 1 -

2 の 寛永名請人が 居を構え て い

た ケ ー ス が 大部分 で ある o 複数 の 名請人が 居住 して

い た場合で も, 屋敷は離れ, 保有耕地 の錯囲もなか っ

た ｡ 複数 の 名請人が居住 して い た 事例 で , 家系を寛

永ま で辿 る こ とが で き る の は , 字大歩と字前田 の 2

人ず つ の 名請 人で ある ｡ こ れら の 2 名請 人間に は同

族関係 ( 本 ･ 分家関係) が有 っ た ｡ ただ し ,
そ の 同

族的紐帯は ほ とん ど消滅 して い る ｡ ま た
, 家系を寛

永まで 辿れ る ことは で きなく て も, 複数 の 覆水名請

人が
-

つ の 字に居住 したす べ て に つ い て
, そ のFi 数

名は 異な っ て い る｡ 同
･

の 字 で も, 別個 の在家で あ っ

た ことが わか る ｡

屋敷地内の ｢ サ エ ン バ タ ケ｣ ( 菜園畑) を除け ば
,

こ れら名請人の 屋敷地周辺の T. 要な耕地
はす べ て 水

田 で あ る｡ 北および西方向に 居久限 ( 屋敷林) を右

す る孤立屋敷に 居住 し, 水 円耕作を核と した 農業経

営に 従事 した 在家 ( 田If
7

.
I

&
'

) の 姿 は , 今Fl の 散居 岩

観か らも想起される ｡

こ れら名請 人の 経営規模に関 して
, 通常 の 家族構

成 下で 手作 り HT 能 な標 準面車副ま1 . 5 町 ( 1 . 5 h a ) 荏

度 で あ っ た ｡ した が っ て
,
こ れ の 2 倍を超え る 3 町

以 L の 規模の 名請 人に は
,
そ れとは 異なる 卜地保ヰナ

構造 が 有 っ たと 考え られ る ｢ 小世 の 在家に しば しば

見られた ｢
~~
散 り懸 り形態 ( 近 世の ′ト作 に 相当) ｣ 状

態を持 っ て い た と yj･ え られる 惣′と町Fii-
_
敷 ,

f7
l
--)
t亭など の

名請 人を除けば , い ずれも, 本
′

衷 の 帖敷地 に隣接ま

た は近接 して , 同 じ峠敷 Y, を持 つ 1 -- 2 の L
t
l
- い ',;

L

家

の 屋敷が 存ff-:. し て い る ｡ 一札 j庄LL
l
_
- に ′卜まれた 分家

の ように 見え るが , 崖敷地積 の 復 馴
′

｢ 業を通 し て
,

そ れらの 屋敷地が 寛永検地 当時か ら存/i ;. し て い た こ

とが わか る ｡ す なわち
,
2 -

- 3 (7) 径常俸 ( 農家) か

ら蚊る
′

ト同族菓LJl が 1 在家を構城 して お り, い わば

｢ ゆ るや か な経営体の 連 合｣ を構成 し て い た ｡ こ れ

が近 世には
,
1 名請 人と扱われた ｡

と こ ろ で
,
1 作家 ( 名請人) が ,

2 つ の 経営 体

( 農家) か ら成 っ て い た 場
'

u

L

, 名請 人の 屋敷地を含

め た保有地 の 賢文高が ,
2 軒 の 農家に より折半され

て い る形態が , しばしばみ られ る ｡ 繁雑 な在家諸役

の 均 等な負担
2()

に 際 し て , 保有貫 丈高の 折 半の 形で

対処 したた め で ある ｡ 手金 入追 の 2 軒が そ の 典型を

･T; し て い るように , 尾敷地や 耕地の 地積 , 耕地 の 分

散度か らみ て も 2 引
二
に 差は無く

,
ほぼ対等な関係に

あ っ た 2 軒が
,
1 在家を構成 し て い た こ とが わか る ｡,

寛永検地帳名請 人に 付せ られて い る屋敷名は , 中

世 の在家名を示 して い るが , 近 世を通 して
,
そ の 蛙

敷地 名称 ( 地 名) と し て 継承され て い る ｡ した が っ

て
, 当地域 の よう に近世に おい て 絶家が 頻発 した地

域に も, 散 田前
18 .

の 手続きを経た新 しい 居住者によ っ

て 屋敷名は継承され て い る. j珪世に
′
巨まれた 分家で

あ っ て も
,
分家が本家とは 異なる屋敷 Y , を称 して い

る ケー ス が 大半なの は
,
こ の た め で ある ｡ しか し,

こ の よ う に して近世に も維持され てきた 多彩な屋敷

名か らは
, 本来そ こに 居住 して い た 中世 の 在家 の 姿

が 想起され る o すなわち
,
1 . 5 町前後の 規模 の 存家

が
, 先述 の I また は II のJri]･ 住形態を採 っ て 展開 して

い る姿で あ る｡

大半を占め る近世におけ る L EL! の ような分家形態

( 絶 家後の 尾敷や 耕地を踏襲) とは 異なり , 新 しく

開墾 した 土地また は 本家か ら分与された 卜他に
'
/)
1

家

すると い う
, 本来の 形 の 分家 も

,
僅 か で はあ るが 存

在 して い る ｡ こ の 場 合に は , 勿論本家と 同じ了内に

おい て , 本家に 近接 した位 置に分家 し, 分家が 本家

と同じ屋敷
1

/ , を冠 し て い る点が とく に注 目される ｡

当然 , 遡 っ て 中 世にあ っ て も, 本家に近接 した位置

の 分家は , 本家とr[.1 じ蛙敷名を
J

)[f したと 考えられる ,-,

した が っ て , 卜述
一

連 の ,
3 町前後 の 規模の - 在家

( 1 名請 人) が複数の 経営体 ( 農家) か ら成 立 して

い た 場合も, それらはr nAJ 族関係に あ
-

' た ことが わか

る ｡ なお , 明治1J ,I ,
'

蚤は ,

/

/)
1

家 が 本家と同 じ置敢名を

称す る慣 川ま, 消滅し て い る 1



促子l-地 0 ) 役rf;( か ら r/1E す る 歴史時代に お け る散[l
f;- 日清 ･ 小木寸清o ) 碇 ､

1

1,二と構造

以 卜の よう に
,
川排 水系や

′ト追に 固まれた 一つ の

′

(- に ,
ri17

=

JbJ夷自
'
.) 紘 ,

,T.
;
の 欠如 した 1 - - 2 r f の 在家が 店を

構え る 景観は , 中世以来存在 し, j]i t杜に 在家 の Yl 称

がfi-
_
敷 Y7 に 転化 し て も, そ の まま継続 した ｡ 分家 の

派
′L も

,
そ の 多く は

,
本家 の 屋敷の 近隣に 1 - 2 分

家 し
,
中一t= ニ おい て は 本家と

一

体とな っ て 1 在家を ,

j]i 世 に あ っ て は ｢ ゆ るや か な経営体の 連 合｣ を構成

す る, と い う形態 で あ っ た ｡ か か る条件におい て は ,

強固な同族的紐帯の 成立をみ る こと は できなか っ た ｡

東 日 本に おけ る 集店村落 は ,
い く つ か の 同族集

団
1'1

か ら構蚊されて い る の が 一般 で あ り ,
か つ て 惣

川 こ移行する 前の 西口本 の 村落 も, そ う で あ っ たと

考え られ る ｡ こ れに 対して , 散居集落に おい て は ,

そ の 成立当初か ら, 同族的紐帯が 欠如 して い る.｡ こ

れ こ そ散屈 の 本質と言え よう ｡

か か る居住形態を採る理 由は ,
上述 の 網状 水路の

発達 で あるが , 述説的に は ,
こ の ような居住形態を

採 っ てま で , 保有水Li] を屋敷周辺に 集中させ ざるを

得なか っ たか ら で あ る ｡ 1 . 5 町も の頁り耕さえ も阻む

挟 ′ド な 水L H の 耕作を営 々 と続け て ゆく た め , 西Ll

本 に比 して もー-一層労働菓約的 なもの に なら ぎるを得

なか っ た.｡ す なわち , 潅概用水網 の 発達に より ,
敬

水期間 の 制限は少ない ｡ そ こ で ,
耕起か ら収穫に至

るま で の 各段階 の 農作業を, よ り長期化させ る こと

に より
,
広 い 血后の 耕作

1
'
1 '

が [,[ 能 で あ っ た､｢ か か る

条什 F にお い て は , ノ駐敷
と同 L

'

( r
J,] に T三要な水｢Ⅰ1 を

置き, な る べ く屋敷周辺 の 農地を経常 で きる居住形

態は 不 H[ 避 で あ っ た .二, 河 川潅概を~王とする 東｣[ Fl 本

の 平野部 におい て , 放尿木
､ 順 や 小木山菜が fF 越す る児

巾と 考え られ よう-

● ､

● 一
●

一

い て は , 一千
:

.
･

束は, .
1
I
- 興｢1

F
l

][! :.
/
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/
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′

-･ は 水川) に 対す る保イj 絹三は確 ､
【

ノニし て い

た , と Yj- え て い る-- す なわち , 芹Y I な r
,

け 与村/I三
`

家

什什給lズ1 1
T ,
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-
; し て い ろ 小IIl_
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:

_
ノ
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'
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.
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T 糾 か L
:
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:

_ し
て
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,
こ の よ う な

'

ノ甜i- し た 農
1

莱
′

l :_ 産
′
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~
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卜げます

6 5

地 ノ亡, 帥▲沢
町 0) 安倍rt

L

:

_
r

I
.

:

1t: , 坂 野時雄氏, 中｢l 誠

1t を は じめ
,
再_
-I
_
の 町比大字に おい て 発表の 楼会を

守- え , 励ま し て F さ っ た 胆沢町教育委員会などの ,

関係 各位に 対して は ,
改 め て深 持の 謝意を表 します ∴

計算や 図表 の 作成を手伝 っ て くださ っ た 新潟大学

教育ノ､､ 問 朴
､

i : 部人文地理干 4 年次学 生に 対し て もお

礼申し L げます ｡

( 注)

1 ) 醐寸光展 ｢ 胆沢扇状地におけ る近世の 散居集落｣ ,

人文地理4 3 -4 , 1 9 9 1 , ト2 3 頁｡

2 ) 岡村光畏 ｢胆沢扇状地低位段 丘面 の 開発と , 近

ttt の 散居集落｣ , 新潟大学教 育学部紀 要, 人文

社会科学編3 3- 2 , 1 9 9 2 , 1 4 9- 1 5 8 頁 ｡

3 ) 岡村光展 ｢ 大井川扇状地における近世散居集落｣ ,

人文地理2 5-3 , 1 9 73 , 1 - 3 1 頁｡

4 ) 谷岡武雄 ｢ 人井川扇状地 におけ る散居集落
･ そ

の 起源と 菓落型 の 継承に 関す る若干 の 考察｣ ,

史林5 6 -3 , 1 97 3 ｡ 同 『歴 史地坪学』 占ー今 書院 ,

19 7 9 に 所収
,
19 5 -2 32 貞∴

5 ) 同村光展 ｢lJl 件越後豊川 こおけ る同族集団 て キ

の復原的研究｣ , 人文地理3 4-4 , 1 9 82 , 56- 74 頁｡

同 ｢ 越後に おけ る近世 初期 の 農村 集落｣ , 立 命

館大字文学部地王里芋 教室
･ 同地王里芋同致 会共編

『地表空間の 組織』, 1 9 8 1 , 所収2 96 -3 0 3 頁 ｡

6 ) L
j

]Ll｣ 次郎 『｢i 本小1日二の 領 t 制と村港 ( 下)』, 吉

川弘 文館 ,
19 8 6

,
3 7 0 -4 0 1 頁｡ ま た ,

同氏に よ

る摂津
･

垂水荘の 研
′

先は
,
暦
L
,ii
'
､

i
!

: に お け る中世

村落研究 の 代表例とも 言え る ｡ 同 『吹 田 市史
･

1 巻』, 吹tj] rf]-
i
,ii 編纂委臼会, 1 9 90 , 3 1 8- 4 4 6 頁 ,

｢
-
H = 壕 ,

r
且 7 【jtr f ､川三

′

i ,
-

: L
'
T

〕(17T･
'

缶_
｢

山
二[

! ) /i
;

'
'

-= 川七1
-T
F
【

'

] I

1 9 7 7
,
3 9 3 i

'

(.

.q ､, N i L l m 亡､i( , r . G . .

`

G ( - ＼＼7こ1 r l n fl し1Ⅰで n .
ih r e G li e (1 e-

l
･

u l l g u l l d d i e 上土s c h k L 3 1- ll th e () ri c ,
P e t e r l l l a l l l l S

M it t e il u n g e n , G () t h a , 1 9 3 8 , p p . 57 - 4 4

9 1 K r e n zli n ,
A . a n d R e u s c h , L .

.

`

D i e E n t st e-

h u ll g d c r G e w a n n fl u r･ m a c h U n t e rl S u C h u g e l l

i m l ュ( ) r dli c h e n U n t e rf r a n k e n
'

,
F r a n kf u r t e r

G e ( ) g r a p h i s c h e H e ft e , 35 / 1 , F r a n kf u rt / M ai n ,

1 9 6 1

1 0 ) 水沢rf l- の 法 脚. -
1

) に 所蔵され て い た r 1- 糾 ま, ほ

とん どが
′

卜川排水路また は ,

′卜道 で あ る -

,
とく

に
,
心JL7
-
)jrE

'

71 の
′

(一糾ま, )‖排 水路 で あ る こ とが

/

/
y い-

1 1 ) 仙'臼7 ) , 2 5 8-3 3 2 L
r

t ,

･卜什il
t

;-ナff ･ 人 山E
!

川
二
編 【｢ 1 日1二奥;i:l O )111: 舛J

r
, 心
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,7( 大学 .
L
f
L

. 版 会, 19 78 , 1 7 9-1 8 2 頁｡､

12 ) 中 世の 土地台帳は勿論, 近世 の 検地帳に 関 して

も, 条里型圭二地割残存地域な どの 特殊な事例を

除け ば, 実際 の 耕地 ･ 罷敷 の 面積とに 差が 有る

場 合が 多い ｡ 寛永年間に作成された仙台藩 の 検

地帳 も
,
実際は屋敷名 ごとの 名寄形式 で あり ,

止式 の 形式の 検地帳は 未発見で ある 1

13 ) 岩手県立【3(I 書館蔵

14) 岩手県胆沢町 胆沢町史編纂宅蔵

1 5) 筆者は, そ の 複写版を, 胆沢町史編纂室におい

て閲覧させ て丁凱 ､ た ｡

16) 岩手県立農業博物館の 資料に よれば
,
明治初頭

にお い て
, 東 日本や 東北地方 で は考-1 は使用され

て い なか っ た ｡ 筆者 の 調査に おい て も, 新潟県

佐渡 , 山形 県, 宮城 県
,
岩手県等に おい て考-! が

カ lカ､ え もー〕 7
L

: て す 車

使用される ように なる の は , 明治期の 抱持立華

や 短宋梨に な っ て か ら で ある ｡ こ れに 対して ,

畿 内先進地域や 西日本に おい て は , 近 世も しく

はそれ以前か ら長味梨が使用されて い た ことは ,

文献上 の考証, 民俗学的資料 (近 世の農耕絵馬)
,

考古学 的調査等に より , 定説 化して い る ｡

17) 村松繁樹 『日本案落地坪 の 研究』, ミ ネ ル ヴ 7

書房 ,
1 96 2

,
31 1 - 32 5 頁 ｡ 高木幹雄 ｢ 散村 の 成

立と楼能｣ , 人文地理10- 4 , 1 95 8 , 3 2-4 4 頁｡ そ

の 他 の 先学 の調査研究にお い て も, 中世に
′
i 起

した 本 ･ 分家関係 は勿論, 近世に おい て も, 敬

居地域 は藩政村 の 面積が広大なた め
,
こ れ の ど

の 範囲ま で か ば論及 して い な い ｡

18) 前掲 1 ) , 2 ) ｡ 筆 者は
,
主に過去帳の 分析によ っ

て 家系の 復原に努め た が
,
そ の 後, 胆沢町教育

委員会に おい て も調査が試み られ
,
転L
'ii ･

絶 家

が 多発 した 中に あ っ て も, よ り止確に 家系が 判

明す る ように な っ た ｡

19) 耕作 者の い なく な っ た無主 の 凹地 に対 し て , 相

律 を入札させ て子如サ作らせ るもの c,

20) 前掲 7 )
,

.
15 ㌃1 58 頁｡

き さ >
7
L も / .J

2 1 ) 有賀喜左衛門が F] 本 の 村落類型 を人きく
,
同族

同型 ( 東日 本) と講組 型 ( 西 口本) に 区分 した

の が 端緒｡ そ の 後, 福武r軌′ま前者が I; く
,
後者

はよ り新 し い 類型と した
｡
こ の 号 えは , 今｢1 に

お い て も概ね 支持され て い る ｡ 丙 H 本 のf 小首構

造を ,
｢ 崩壌時 の マ キ｣ と呼ぶ こ ともある ｡

有賀喜左 ヱ 門著作 集Ⅹ 『同族と村落』, 未来

社 ,
2 0 0 1 , 同 Ⅴ 『村 の ′ト括 弧織』, 未来社 ,

20 0 1 な ど｡

福武直, Ej 本木寸溝 の 社会構造
,
東京 大字[I!J 枇

会
,
1 9 69

,
な ど-､

2 2 〕 前i+.
1 5 ) , 1-限 り絵ト×= こ [iALi され て い る 阿 ･ 畑 の

｢メニ両線は , 大畦畔 で あ り , 各軍とも,

′

卜畦畔 で

r* . LJj られた 数枚 -一卜数枚の 挟 ′ト農地か ら構碇さ

れて い る′｢ し た が っ て ∴実際の 水田 一枚は ,
1

- 2 自大 ( 1 -- 2 a ) の 広さしか なく
, 弥

il :
_
水田

の 1 0 倍程度で あり , キ-
J

_ によ る桝,担が
‖絹巨な状態

で はない ｡ 畦畔cT) 面積比を高くす るの は , 冷水

対策で もあ り
,
陣判13 2 号などの 耐寒性IV一種 の

瞥及ま で は
,
不 吋選 で あ っ た 側面もあ る ｡ こ れ

に 対 し て , 曲 H 本 に お い て は , 草 戸 丁引
二
遺跡か

ら の 型先の 発見 ( 広島県 ､:J: 歴史博物館 に展 ,Tt)

や
,
豊中rTl の ′ト曽限遺跡 で の

If
t

'1 耕跡など, 中世

に梨耕 ( 長味窄) が 行われて い た こ とは考古学

ヒも確認され て い る ｡ 前注1 6)

2 3) 型を用い ない 鍬だけ の 人力による耕起 ( 出打ち)

は 三 番田打 ちま で 必 要で ある ｡ 田打ちの l 人あ

た り 1 口 の 基 本的仕事量は , 約2 0 0 坪 (0 . 6 6 反)

で ある か ら ,
1 町 ( 1 h a) の 田 の 耕起 に は ,

1 人 で は約2 8 日を必 要とす る ｡ 代掻きも同約1 1

口 . 畜 力耕を行わなけ れば, 田植え
･

除草以 前

の段階で も炉大な労働J] が 必要 で ある (青森県･

中 里村 立博物館 ,
1 9 99 年度企画展資料) ｡

2 4) 今 日 で は西口 本との 差もほとん ど無い が
,
か つ

て は冷涼な気候や 冷 水の た めに , 東北地 方にお

け る水 田 の 反収 は 西 R 本よ りも低く , 生産量を

面積で カ バ ーす るた め に
一 戸当た り の 水田経営

面積は西 日本より も大で あ っ た ｡ 岩手県南部に

おい て さえ
,
明治20 年 の 反収は 約1 6 0 kg ( 1 . 0 1

石) で , 全 国平均 の2 3 0 k g ( 1 . 5 3 石) より も,

は る か に 低か っ た ｡

2 5) 前掲 7 ) , 1 2 2-1 26 頁｡ 一関市立博物館 『同館常

設 展ホ 図録』 2 0 -2 1 頁, 19 9 7 ｡ 豊 凹 武編 『東の

歴 史 ･ 上』 4 7 0 頁, 19 7 9 ｡ 吉 川弘文館 ｡ こ れ ら

の 他に も, Lt J 世 後期 におけ る口[f:. 家
の 状況をk

え るもの と して
,
同絵国を利 m した研究は 多い.｡

.

J

こ′ し て- )

絵 図は
,
現在 の

一

関市 本寺地区に 比定される ｡

2 6) 筆者が担
i L

3 した 野外実習活動に よ っ て も
,
胆沢

Jt 一
)
+Iノ

よ

町 の 南部凹地区にお い て , 農業 の 機械化が進む

以前に は
,
｢ ヨ イ ッ コ ｣

･ ｢ ヨ イ｣ ( 結) が 存在

して い た こ とが わか る 二, r･-1 井孝 一･ 野崎真 ∴ ･

LII 崎浩志 ｢ 胆沢町低位段 丘上築港におけ る 農業

経営｣ ( 新潟大学教 古学 部地坪字 間f寸研究室調

査 韓デ7
'･害 『胆沢扇状地ⅠⅠ工』, 1 98 6) , 3 3 Ei

J
,､


